

























of	Aomori	Prefectural	Board	of	Education.	The	aim	of	 this	 research	 is	 to	unveil	 the	
effectiveness	 of	 career	 education-focused	 collaboration	with	 a	 view	 to	 developing	
desirable	talents	among	both	upper	secondary	and	tertiary	students	for	their	future.
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に平成 23 年 6 月末から 8 月下旬にかけて実施
し、「キャリサポ」のアンケートは平成 23 年度
の「キャリアサポートプログラム」実施高等学










日制課程 57 校、校舎 8 校、定時制の課程 12 校）











取組み状況｣ については 38 項目、そのうち複
数回答項目は 10 項目であり、全体の調査項目
は 46 項目、そのうち複数回答項目は 13 項目と
なっている。なお、本調査における「キャリ










調査回答校の全数は 89 校（公立高校 75 校、私
立高校 14 校）で、回収率は 94.7％である。学
科別では、普通科が 61 学科、専門学科と総合
学科（以下、「専門学科等」とよぶ）が 28 学
科、回答者別では、管理職が 28 名（校長 5 名、










分掌では進路指導部が 21 名と、全体の 58.3％
を占めている。大学生の回答者全数は 123 名
で、男子が 51.2％（63 名）、女子が 48.8％（60
名）となっており、学部系統別では文系学部が






























































































のが 1 ～ 4 日で 63.6％の高校が実施、②連携大
図 1　[ 高大連携の期待される効果 ]( 複数回答 )
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地方における「キャリア教育型」高大連携の実践的研究（田村・桃井）

























































































































































































































































































































































































































































































けになっており、図 6、図 7 のように、その傾






























いる高校生は 96.8％に上り、女子や 1 年生が強
図 6　[ 将来を考える契機：男女別 ]





































































































































図 9　[ 生徒の行動段階 ]













































































































































かった」と回答した生徒が 3.2％の 52 名、「わ























見てみると、高大連携は 33 校中 21 校が、「キャ




























































































































４）青森県教育委員会編 :	平成 23 年度版「キャ
リアサポートプログラム　─研修体系と実
践活動について─」
５）青森県教育委員会編 :	平成 21 年度高大連
携キャリア形成支援事業実施報告書
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八戸工業大学紀要　第 32 巻
要　旨
　今我が国では、教育を取り巻く環境が大きく変化する中で、高校生や大学生等の目
的意識の希薄化や勤労観・職業観の未熟さなどが指摘されており、キャリア教育の改
善・充実と、高校と大学の円滑な接続や学習への関心をより高めるための取組みが求
められている。本研究は、高大連携やキャリア教育、青森県教育委員会主催の「キャ
リアサポートプログラム」について、3 種類のアンケート調査を行い、その分析にも
とづき、高校生と大学生のキャリア発達を支援する「キャリア教育型」高大連携が、
生徒と学生の成長に寄与するための取組みであることを明らかにするものである。
キーワード	:	高大連携、キャリア教育、生涯学習
